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５．２ 直杭式横桟橋 

 

５．２．１ 性能照査の基本 
(1) ここでの記述は鋼管杭あるいは形鋼を用いた直杭式横桟橋を対象とするが、類似の施設についても、

その動的特性を考慮した上で適用することができる。 
(2) 直杭式横桟橋の性能照査の順序は、５．１ 桟橋に共通する事項の図－5.1.1 を参考にすることがで

きる。ただし、図－5.1.1 には、地震動による液状化の影響の評価については表示していないので、

第３編第６章 地盤の液状化を参照して、液状化の有無及びその対策について、適切に検討する必要が

ある。 
(3) 直杭式横桟橋の性能照査にあっては、一般に、レベル 2 地震動以外の作用に対して断面を設定し（レ

ベル 2地震動に対する耐震性能照査断面）、これについてレベル 2地震動に対する耐震性能を照査する。

これは、船舶の作用、レベル 1 地震動に関する変動状態等の照査では、鋼管杭は降伏応力度に基づい

て性能照査が実施されるが、レベル 2 地震動に関する耐震性能照査においては、桟橋の損傷程度を考

慮した照査方法を用いるためである。 
(4) レベル 1 地震動に関する変動状態については、骨組み解析等により桟橋の固有周期を求め、この固

有周期及び加速度応答スペクトルを用いて照査用震度を算定して照査することができる。ただし、耐

震強化施設については、杭と地盤の３次元的な動的相互作用を考慮した非線形地震応答解析等の適切

な動的解析法により照査してもよい。なお、耐震強化施設以外の直杭式横桟橋では、レベル 2 地震動

に関する偶発状態における照査を省略することができる。 
(5) ここに示す桟橋の性能照査法は、土留部の変形等の影響が骨組みに伝達しない条件で検討すること

を原則としているため、これを考慮した構造諸元とすることや施工を行う必要がある。例えば、土留

部あるいは埋立地盤の沈下に伴って桟橋の一部又は全体が連れ込み沈下や側方流動を起こすことがあ

るが、これらによる作用が桟橋本体に伝達しないように配慮すべきである。また、地震動作用時の土

留部の変形等により生じる作用が渡版を介して桟橋上部工に伝達させないようにすることや杭周辺地

盤の海側への著しい変形により杭に悪影響を生じさせないような配慮が必要である。 
(6) 直杭式横桟橋の断面の例を図－5.2.1 に示す。 
(7) コンテナクレーン等の荷役機械を設置する場合には、通常、桟橋上かあるいは土留部上かのいずれ

かに独立させることが望ましい。例えば、一脚を桟橋上に、ほかの一脚を土留部というように応答特

性の異なる構造物にまたいで設置すれば、不同沈下、地震動の悪影響等を受けやすい。やむを得ず桟

橋上と土留部上にクレーンの脚がまたがる場合は、陸側の脚の沈下による不同沈下を防ぐため、基礎

杭等の十分な基礎工を設けるべきである。この場合、一般に桟橋上には門形クレーン等の剛脚を載せ

るべきではない。なお、コンテナクレーン等の荷役機械を設置する場合には、荷役機械と桟橋の連成

振動を考慮した地震応答解析を行う必要がある。 
(8) 桟橋の上部工は、一般にコンクリート構造であり、海水面から非常に近い位置にあるので、塩害に

よる著しい性能低下が生じやすい。維持管理レベル I を設定した桟橋の上部工においては、第 4 編第

2 章 1.1.7 性能の経時変化に対する検討により、設計供用期間中に鉄筋の腐食が生じないことを設計

時点で確認する必要がある。なお、塩害対策として、普通鉄筋であってもかぶりや水セメント比の選

択によって設計供用期間中に鉄筋腐食が発生しないようにする方策、エポキシ樹脂塗装鉄筋や連続繊

維補強材等の高耐久補強材を使用する方策 0-1)0-2)0-3)0-4)、表面被覆やセメント硬化体組織の緻密化等に

より外部からの劣化因子（塩化物イオン等）の浸透を抑制する方策 0-5)0-6)0-7)0-8)、電気防食により鋼材

腐食を抑制する方策 0-9)等が考えられる。これらの方策のほか、新たに開発された材料および工法の適

用を検討するにあたっては、その特性を十分に理解した上で、施工条件や施工後の維持管理方法等に

ついても考慮しなければならない。具体的な対策方法の選定にあたっては、「維持管理を考慮した桟橋

の設計マニュアル（案）」0-10）を参考にすることができる。
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